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　長管骨の 骨折 は、局所 にお ける間葉細 胞の

動員 に始 まり膜性骨化、内軟骨性骨化 を経て

修復 され る。12 週令 マ ウ ス 頚 骨近 位の 骨折

モ デ ル に つ い て 、4％PFA 固定後 に20％EDTA

脱灰パ ラ フ ィ ン 包埋 5μm 薄切標本 を作製し、

骨折治癒過程 に お ける BMP −2，4，6の 発現 を、

PCR で 作 製 した ジ ゴ キ シ ゲ ニ ン 標 識 1本鎖

DNA 　probc を用 い た in　situ　hybridizationを 施

行 して 継時的に 観察 した の で 報告する 。

　BMP −4
，
6 は骨折後4 日迄 に 局所 に集 族する

問葉系細胞 にお い て 発現 した の ち
…

旦 は消退

した が 、軟骨細胞の 成熟段階 に お い て 再 度シ

グ ナ ル を検 出 した。一方BMP −2 は BMP −4，6

に遅れ て 発現 したが 、 問葉系細胞か らの 軟骨

組織の 形成 と幼若な骨組織 の形成の 両過 程全

般に わた っ て高い 発現 レ ベ ル を維持 して い た 。

骨折局所 に遊走、増殖す る 問葉系細胞が軟骨

細胞1骨芽細胞へ と分化 しつ つ BMPs を発 現 し

て い た こ とか ら、BMPs は paracrine！autocrine

factorと し て 骨折 治癒過 程を促進 す る こ とが

示唆 され た 。さ らに BMP −4，6は 特に 骨折 後

早期 に おけ る関与が主体で あ り、そ の 後 の 修

復過程 で は BMP −2の 関与が む しろ重 要で あ る

と考え られ る 。

　PhenobarbVtai （PB ；80mglkg ）を投与

し、24 時間後に 3 ‘−methylcholanthrene

（MC ；25mg ！kg）を投与 した ラ ッ ト肝 小葉

各部の肝細胞に おけ る cytochrome 　P −450

2B 牙子種（2B ｝の発現を定量免疫經織化学

法お よび in　situ　hybridization法を用 いて

調べ た 。 飽和条件下 で免疫染色 した切片に

おける2B 分子種 の免疫染色強度は抗原量

と比例 して お り、染色強度を切片の局所に

おけるモ ル 濃度 に換算するこ とがで きた 。

対照 群また は MC 単独投与群に おける 2B 含

量は中心部肝細胞の細胞質で は中等度、中

間部および周辺部では低か っ た 。 PB単独投

与群の 龠量 は中心部で 高く、中間部で 中等

度で周辺部で低か っ た 。
PB ＋ MC 投与群 の

含量 は中心部 と中間部で 高か っ たが 、 中心

部にお ける増加 の程度は PB 単独投与群に比

べ ると低 く、 中間部 では逆に著 しか っ た 。

したが っ て 、
PB ＋MC 動物で は2B 含量 の 中

心部肝細胞における増加は抑制され 、 代わ

りに中間部で増加 した 。
PB 単独投与群 にお

ける CYP2B2 　mRNA の信号強度は 、 投与後

24 時間で中心部 に強 くな り、48 時間で消

失 した 。 と こ ろが 、
PB ＋ MC 投与群の 強度

は PB 投与後 48 畴間で も中心部で 強 く、蛋

白の発現 と の 間に乖離が見 られた。
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